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lLp-3 布の光学的パラメータと光透過性について

　共立女大　○菅野真理子､桂木奈巳、酒井哲也、放送大　酒井豊子

布の透明感や紫外線遮蔽性を、布の光学的パラメータとの関連において検討した。まず、

布の光学的パラメータとしてKubelka-Munkモデルの吸収係数と散乱係数を利用すること

とし、湊の方法に準じて求めたそれらの値を重ね枚数を変えた場合の布の反射率と比較

し、偏差の２乗和が最小になるよう定めたものを採用した。次いで、古島の方法を若干

変形し、視力検査表を用いた視力評価において布で覆った場合と裸眼の場合との比を求

め、布の透明度の尺度とし、上記光学パラメータやアパレルを想定しながら官能的に評

価した布の透け感など、との関連を検討した。例えば、布の透明度は、布に黒色の反射

板を当てて測定した反射率と良好な逆相関関係を示す、などの結果が見いだされた。ま

た、布の紫外線反射率を重ね枚数を変えて測定し。紫外線Ａゾーン（300～380nm）に

対する光学パラメータを推定し、 と比較しながら議論を試

みた。羊毛布や麻布が非常に大きな紫外線吸収能をもつこと、木綿布はそれ程でないこ

となどが分かった。

lLp-4 低温低圧環境における被服素材を通る水蒸気の拡散抵抗
○深沢　太香子，田村　照子
　(文化女大)

目的：高所環境における高所用衣料の熱・水分移動については，高所になるほど低温に
なるため，被服素材を通る水蒸気の拡散抵抗（以下，拡散抵抗）は大きくなると論じら
れてきた．しかし，高所環境では，高度上昇に伴い，温度のみならず圧力も低くなる．
そこで本研究では，着衣の熱・水分移動へ及ぼす温度および圧力の影響について検討し
た．
方法：海抜Omを40°Cとし, 5℃毎下降したときの高度等量から圧力を求め, -15℃・

0.3atm （約8,500m高度）までの範囲について，人工気候室内に設置した圧力調整可
能なチャンパー内に模擬高所環境を実現した．試料には，水分吸着の影響を無くすため．
４種類のポリエステル（以下, PET）とポリテトラフルオロエチレン（]U下, PTFE）を
選択した．測定は，酢酸カリウム塩類飽和水溶液法により，各15分間行った．繰り返
し回数は, 3回から５回とした．

結果：一般的な被服素材であるPETの拡散抵抗は，高所になるに従って低下した．物質
移動を決定する拡散係数に対する影響は，本論範囲内において，圧力と温度によって支
配される分子の平均自由行程による寄与が約300％と大きく，支配的であるのに対し，

温度によってのみ決まる分子の平均速度の寄与が約10%と小さく，圧力低下の効果が支
配的となったためであると考えられる．他方，特殊素材であるPTFEの拡散抵抗は，環
境に依らずほぼ一定値4s/mを示した．これは, PTFEの空隙寸法は気体分子の平均自

由行程と同じかそれよりも小さいため，その拡散抵抗は環境条件に大きくは依存しない
という結果が得られたものと考えられる，
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